
 

 

 

 

 読書活動に改めて力を入れています 

 子どもも大人も紙ベースでの読書時間が減っていると感じます。その中で，「長文をじっくりと

読み，内容を把握する，内容を味わう」気力のようなものが低下しているのではないかと思ってい

ます。おそらく，ＩＣＴ端末の普及によって，短文でのコミュニケーションや情報収集を繰り返す

うちに，タイムパフォーマンス的な価値を優先するようになってきたことが一因ではないかと考

えています。子どもたちの脳は発達中です。小学生のうちにじっくりと読書をすることで得られる

脳の発達は絶大です。また，この先，中学校でも高校でも，大学でも，読解力は必ず求められます。 

本校では改めて読書の大切さを確認し，読書活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

ここ数年，タブレット端末の操作に慣れるために，学習時間の

「すきま時間」には，タブレット端末を使った活動を行うことが多

かったのですが，「すきま時間」は，タブレット端末よりも読書を

重視することとしました。タブレット端末導入前は，「すきま時間」

には読書をすることが定着していましたので，「すきま時間」の活

用内容を以前に戻した形になります。 

「うちどく（家読）」の取組は，これまで家庭学習強化週間と一

緒に行っておりましたが，夏休みなど落ち着いて読める時に行う

こととしました。ご家庭におかれましても，お子様と一緒に読書に

親しむ時間を確保していただきますようにお願いいたします。 

 

第１回学校運営協議会 開催 
 ６月１６日（火）に，５名の委員さんに今年度の学校経営方針の説明を行い，内容について承認

していただいたことを報告いたします。  

令和８年度学校運営協議会委員の皆様   

会 長：伊藤 浩  様（継続） 副会長：植松 章子 様（継続） 

 委 員：功刀 妙子 様（継続） 北川 元子 様（新規） 一瀬 昇 様（新規） 

 ＊昨年度まで委員を務めていただきました髙相 治夫 様は，ご家庭の都合によりご辞退されました。 

  長きにわたりありがとうございました。 

学校教育目標「自ら学び，自ら考え，進んで行動する，心豊かでたくましい児童の育成」 

 めざす児童像：健康でたくましい児童 思いやりのある児童 進んで学び，よく考える児童 

 めざす学校像：「行きたい 行かせたい 行ってみたい学校 

        ～エージェンシーを発揮し，子どもも教師もウェルビーングな学校～」  
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「学級 LINE」をつくらない（お願い） 
 本校では，次の理由から，児童の「学級 LINE」をつくらないようにお願いをいたします。 

  

①コミュニケーション能力（関係調整・自己主張・他者受容・表現力・解読力・自己統制）が発達 

途上の小学生には，対面でのコミュニケーションこそが，今後必要となる能力向上のために大事 

であること。 

②判断力が発達途上の小学生は，どうしても不適切な書き込みをしてしまいがちです。また，表面

化されにくいことから大きなトラブルの原因になりやすく，望ましい人間関係構築の観点から推

奨できないこと。 

③小学校生活には，「学級 LINE」は，どうしても必要な手段ではないこと。 

④端末を持っていない児童もいること，端末を持たせない考え方のご家庭もあることから，全員が 

登録できる環境にないこと。 

  

 本来，学校が指導することではございませんが，ＳＮＳは，トラブルの際に個人での解決が難

しく，学校に相談されるケースもあります。ご理解，ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

児童会活動 たのＣ活動～あいさつのバトンリレー～ 

 毎朝あいさつに立つ児童会本部役員があいさつの上手な人を見つけ，その人に「あいさつのバ

トン」を渡すと，次の週にあいさつリーダーとして本部役員と一緒に玄関前であいさつをすると

いう取組です。 

 今回，各クラスのあいさつリーダーが玄関前で一緒にあいさつをしてくれたことで，いつも以

上にあいさつが響き，朝のあいさつがさわやかに交わされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


